
本提言に関する参考資料（実態調査より）

ボランティアに対する意識（学校・地域比較編）

（1）ボランティア活動は自主的に取り組むべきものである。

（2）楽しくできなければボランティア活動ではない。

（3）ボランティア活動は積極的に表彰すべきだ。

（4）ボランティア活動をしたら、それを積極的にＰＲすべきだ。

（5）ボランティア活動の最初のきっかけは、褒美等を目当てにしたものでもよい。

（6）ボランティア活動をしたことに対して褒美等を用意してもよい。

（7）ボランティアを強調することには抵抗がある。

（9）ボランティア活動は社会のルールやマナーを学ぶうえで有効だ。

（11）親子参加型のプログラムをもっと推進すべきである。

（13）大学生や高校生を、小中学生ボランティアの指導者として育成したらよい。

（14）放課後や休日のボランティア活動を進めるためには、もっと積極的に学校開放をすべきだ。

（15）「ボランティアはちょっとかっこいい」というイメージを広めたほうが効果がある。

（17）ボランティア活動を子どもに勧める前に、親や教職員が体験すべきだ。

（26）児童生徒にはボランティア活動の機会を意図的に提供したほうがよい。

（27）ボランティア活動の推進にはＶ活動ツールがあったほうがよい。

（28）Ｖ活動ツールは使って楽しいものにすべきだ。

（29）児童生徒と家族や大人が一緒に使える共通の V活動ツールがあるとよい。

（31）活動ツールには活動の精神を盛り込むべきだ。

（32）活動を記録できる V活動ツールは、利用状況を定期的に確認すべきだ。

（33）一緒にV活動ツールを使う仲間・団体を増やすべきだ。

（34）Ｖ活動ツールの対象となる活動内容は限定したほうがよい。

（35）ボランティア活動は学校だけでなく、地域の人や団体と協力して進めることが必要だ。

（37）環境や福祉のNPOに学校でのボランティア活動の企画を提案してほしい。

（38）ボランティア活動は身近な地域で行うべきである。

（39）一緒にボランティア活動する仲間と連帯感を持てるような交流会などの仕組みが必要だ。

（40）就職や進学に際して、ボランティア活動実績が評価されるとよい。


